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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第62期
第３四半期
連結累計期間

第63期
第３四半期
連結累計期間

第62期

会計期間
自平成23年６月１日
至平成24年２月29日

自平成24年６月１日
至平成25年２月28日

自平成23年６月１日
至平成24年５月31日

売上高 （千円） 30,580,958 31,374,946 41,353,684

経常利益 （千円） 318,249 45,088 490,543

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）
（千円） 131,127 △42,391 225,768

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 162,447 70,799 208,771

純資産額 （千円） 1,951,808 2,033,019 1,999,679

総資産額 （千円） 15,797,981 16,207,101 15,783,726

１株当たり四半期（当期）純利益

又は１株当たり四半期純損失

（△）

（円） 22.48 △7.21 38.68

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 22.33 － 38.32

自己資本比率 （％） 12.4 12.5 12.7

　

回次
第62期

第３四半期連結
会計期間

第63期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成23年12月１日
至平成24年２月29日

自平成24年12月１日
至平成25年２月28日

１株当たり四半期純利益 （円） 8.63 13.91

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．第63期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在する

ものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。　

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて変更があっ

た事項は、次のとおりです。

　なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

　また、以下の見出しに付された項目番号は、前事業年度の有価証券報告書における「第一部　企業情報　第２　事

業の状況　４　事業等のリスク」の項目番号に対応したものです。

　

(2）為替の変動及び商品市況

　当社グループは、食材の一定量を海外の商社やメーカーから調達しております。為替の変動により調達価格が変動す

ることから、為替予約を行う等為替変動の影響の軽減に努めておりますが、海外通貨に対し円安方向に進行した場合、

調達価格が上昇し、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。また、為替だけでなく、農作物の作況等の

情勢により食材の市況が変動したり、輸入規制措置が発令された場合等、食品の需給動向に大きな変化が生じた場合、

及び貝類を中心とした水産品の漁獲高の変動、需給動向により市況に大きな変動が生じた場合には、同様に当社グ

ループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州の債務問題などによる世界経済の低迷を背景として低調

な動きとなっておりましたが、新政権による金融緩和及び財政政策による円安・株高の進展から輸出環境の改善等

の動きが見られております。先行きに関しましては、海外景気の下振れによるリスクが残るものの、回復へ向かうこ

とが期待されております。

　当社グループの主要販売先である外食産業におきましては、消費者の節約志向・低価格志向は根強く、引き続き厳

しい経営環境が継続しております。

　このような環境のなか、当社グループでは業務用食品等の卸売事業である「外商事業」において、関東地区におけ

る新規開拓の強化に加え、前連結会計年度に獲得した新規得意先が寄与し、売上が伸長いたしました。また、業務用

食品等の小売事業である「アミカ事業」において、新規店舗の開業や既存店舗のリニューアルを行うなど、来店客

数の増加に向けた取り組みを進めてまいりました。

　両事業におきましては、収益性の向上を図るため、当社プライベートブランド商品や業務用食品販売事業者の共同

オリジナルブランド商品の販売強化と全社的な業務の効率化を継続して行っております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は313億74百万円（前年同期比2.6％増）となったものの、水産品事

業における主力商品の在庫評価損等により売上総利益が前年同期と比較して85百万円減少したほか、営業強化及び

店舗の増加等による人件費の増加や売上増に伴う運搬費の増加等により、営業利益は21百万円（前年同期比93.0％

減）、経常利益は45百万円（前年同期比85.8％減）、四半期純損失は42百万円（前年同期は四半期純利益１億31百

万円）となりました。

　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

（外商事業）

　当事業におきましては、関東地区における新規得意先の獲得に注力するため、平成24年６月の組織変更により東

京支店（東京都中央区）を分割し、横浜支店（横浜市青葉区）を開設いたしました。関東地区においても、大手外

食チェーンのほか、ホテルやレストランなど幅広い外食産業のお客様に対応できる体制を整えました。

　また、提案型営業を強化するため、商品知識の向上に取り組むほか、商品提案会を実施するなど、既存得意先の

深耕に努めるとともに、前連結会計年度に獲得した新規得意先も好調に推移し、売上を伸ばしております。さら

に、当連結会計年度においても新規得意先の獲得に注力しております。

　この結果、外商事業の売上高は187億63百万円（前年同期比4.1％増）となり、営業損失は１億14百万円（前年同期

比7.8％減）となりました。
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（アミカ事業）

　当事業におきましては、平成24年７月に大曽根店（名古屋市北区）をリニューアルオープンするとともに、同年

10月に豊橋佐藤店（愛知県豊橋市）を新規オープンいたしました。また、その他店舗においても、営業活動の強化

を図り、客数の増加に努めてまいりました。大曽根店のリニューアルに伴う休業があったものの、豊橋佐藤店の開

業のほか、前連結会計年度に開設したネットショップ及び中津川店が売上拡大に寄与いたしました。

　一方で、店舗の増加及びリニューアルに伴い諸経費を計上したほか、光熱費の上昇等により経費が増加いたしま

した。

　この結果、アミカ事業の売上高は116億80百万円（前年同期比1.2％増）となり、営業利益は９億27百万円（前年同

期比4.9％減）となりました。

　なお、当第３四半期連結会計期間末の店舗数は、愛知県・岐阜県を中心として37店舗であります。

　

（水産品事業）

　当事業におきましては、連結子会社である株式会社マリンデリカにおいて、外商事業及びアミカ事業との連携を

図り、当社グループの水産品ラインナップの強化を推進するとともに、営業の人員を増強するなど販路の拡大に努

めてまいりましたが、主力商品の相場の下落により、売上高が減少するとともに、当該在庫商品について評価減をい

たしました。

　この結果、水産品事業の売上高は９億30百万円（前年同期比7.8％減）となり、営業損失は１億50百万円（前年同

期は営業利益18百万円）となりました。

　

(2）財政状態の状況

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末と比較して受取手形及び売掛金が２億10百

万円増加したこと等により、流動資産は全体で１億79百万円増加しました。一方固定資産は、建物及び構築物が１億

17百万円減少したものの、投資有価証券が含み益の増加等により４億26百万円増加したこと等により、全体で２億44

百万円増加しました。その結果、資産総額は前連結会計年度末と比較して４億23百万円増加し、162億７百万円となり

ました。

（負債）

　負債につきましては、前連結会計年度末と比較して支払手形及び買掛金が２億26百万円減少し、未払法人税等が１

億53百万円減少したものの、短期借入金が７億40百万円増加したこと等により、流動負債は全体で３億54百万円増加

しました。一方固定負債は全体で35百万円増加しました。その結果、負債総額は前連結会計年度末と比較して３億90

百万円増加し、141億74百万円となりました。

（純資産）

　純資産につきましては、前連結会計年度末と比較して利益剰余金が１億１百万円減少したものの、その他有価証券

評価差額金が１億９百万円増加したこと等により、全体で33百万円増加し20億33百万円となりました。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,360,000

計 15,360,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年４月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,021,600 6,021,600

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

発行済株式は全て完

全議決権株式かつ、

権利内容に限定のな

い株式であります。

単元株式数は100株

であります。

計 6,021,600 6,021,600 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成24年12月１日～

平成25年２月28日
－ 6,021,600 － 475,032 － 378,830
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（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

①【発行済株式】

 平成25年２月28日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　100,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　5,920,900 59,209 －

単元未満株式 普通株式　　　　　700 － －

発行済株式総数 6,021,600 － －

総株主の議決権 － 59,209 －

　

②【自己株式等】

 平成25年２月28日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社大光
岐阜県大垣市浅草

二丁目66番地
100,000 － 100,000 1.66

計 － 100,000 － 100,000 1.66

　

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社大光(E24129)

四半期報告書

 6/16



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年12月１日から平成

25年２月28日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年６月１日から平成25年２月28日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 822,026 746,822

受取手形及び売掛金 3,312,495 3,523,215

商品 2,838,101 2,922,356

貯蔵品 8,237 7,003

繰延税金資産 106,045 46,683

その他 683,171 699,011

貸倒引当金 △21,619 △17,432

流動資産合計 7,748,457 7,927,662

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,238,707 4,121,470

その他（純額） 935,634 950,671

有形固定資産合計 5,174,341 5,072,142

無形固定資産 63,821 57,335

投資その他の資産

投資有価証券 1,337,762 1,764,204

その他 1,542,376 1,410,949

貸倒引当金 △83,033 △25,193

投資その他の資産合計 2,797,105 3,149,960

固定資産合計 8,035,268 8,279,438

資産合計 15,783,726 16,207,101
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,010,746 3,784,136

短期借入金 2,670,000 3,410,000

1年内返済予定の長期借入金 1,937,120 1,993,760

未払法人税等 153,256 －

賞与引当金 144,517 68,773

ポイント引当金 25,283 32,183

その他 586,490 592,645

流動負債合計 9,527,414 9,881,499

固定負債

長期借入金 3,606,553 3,549,973

退職給付引当金 175,206 195,127

役員退職慰労引当金 210,474 227,624

資産除去債務 232,714 238,395

その他 31,683 81,462

固定負債合計 4,256,631 4,292,583

負債合計 13,784,046 14,174,082

純資産の部

株主資本

資本金 464,302 475,032

資本剰余金 368,174 378,830

利益剰余金 1,260,988 1,159,751

自己株式 △33,901 △33,901

株主資本合計 2,059,563 1,979,712

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △59,884 50,108

繰延ヘッジ損益 － 3,198

その他の包括利益累計額合計 △59,884 53,306

純資産合計 1,999,679 2,033,019

負債純資産合計 15,783,726 16,207,101
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成24年２月29日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成25年２月28日)

売上高 30,580,958 31,374,946

売上原価 24,331,120 25,210,305

売上総利益 6,249,837 6,164,641

販売費及び一般管理費 5,938,747 6,142,715

営業利益 311,090 21,926

営業外収益

受取利息 8,479 9,812

受取配当金 7,052 4,754

受取賃貸料 28,647 31,944

受取手数料 11,725 13,460

その他 24,342 42,663

営業外収益合計 80,247 102,635

営業外費用

支払利息 41,973 37,878

賃貸費用 25,605 28,819

その他 5,509 12,775

営業外費用合計 73,088 79,473

経常利益 318,249 45,088

特別利益

投資有価証券売却益 23,829 233

負ののれん発生益 476 －

特別利益合計 24,305 233

特別損失

固定資産除売却損 17,250 －

投資有価証券売却損 519 －

投資有価証券評価損 13,244 －

特別損失合計 31,015 －

税金等調整前四半期純利益 311,539 45,322

法人税、住民税及び事業税 104,891 34,642

法人税等調整額 71,195 53,071

法人税等合計 176,087 87,714

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

135,452 △42,391

少数株主利益 4,325 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） 131,127 △42,391
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成24年２月29日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成25年２月28日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

135,452 △42,391

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 27,823 109,992

繰延ヘッジ損益 △828 3,198

その他の包括利益合計 26,994 113,191

四半期包括利益 162,447 70,799

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 158,192 70,799

少数株主に係る四半期包括利益 4,254 －
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【会計方針の変更】

　（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年６月１日以後に取得した

有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益は、それぞれ5,916千円増加しております。

　

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。　

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年６月１日
至  平成24年２月29日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年６月１日
至  平成25年２月28日）

減価償却費 401,618千円 372,818千円

のれんの償却額 1,475 1,475

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年６月１日　至平成24年２月29日）

配当金支払額 

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成23年８月24日

定時株主総会
普通株式 29,151 5 平成23年５月31日平成23年８月25日利益剰余金

 平成23年12月28日

取締役会
普通株式 29,191 5 平成23年11月30日平成24年２月９日 利益剰余金

 　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年６月１日　至平成25年２月28日）

配当金支払額 

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成24年８月22日

定時株主総会
普通株式 29,237 5 平成24年５月31日平成24年８月23日利益剰余金

 平成24年12月26日

取締役会
普通株式 29,607 5 平成24年11月30日平成25年２月12日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年６月１日　至平成24年２月29日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円） 

　

　
報告セグメント 調整額

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２外商事業 アミカ事業 水産品事業 合計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 18,024,62111,547,5131,008,82330,580,958 － 30,580,958

セグメント間の内部売

上高又は振替高
183 12,970 638 13,792 △13,792 －

計 18,024,80411,560,4841,009,46130,594,750△13,79230,580,958

セグメント利益又は

損失（△）
△124,637974,85118,901869,115△558,024 311,090

　（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△558,024千円は、当社の本社経費等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　重要な事項はありません。

　　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年６月１日　至平成25年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円） 

　

　
報告セグメント 調整額

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２外商事業 アミカ事業 水産品事業 合計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 18,763,97811,680,828930,14031,374,946 － 31,374,946

セグメント間の内部売

上高又は振替高
3 13,360 67,907 81,270 △81,270 －

計 18,763,98111,694,188998,04731,456,217△81,27031,374,946

セグメント利益又は

損失（△）
△114,932927,176△150,316661,927△640,001 21,926

　（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△640,001千円は、当社の本社経費等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　重要な事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成24年２月29日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年６月１日
至　平成25年２月28日）

(1）１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期

純損失（△）
22円48銭 △7円21銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 131,127 △42,391

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
131,127 △42,391

普通株式の期中平均株式数（株） 5,833,727 5,883,631

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 22円33銭 －

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 38,337 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

―――――― ――――――

　（注）当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１

株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

　

２【その他】

　平成24年12月26日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・29,607千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・５円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・平成25年２月12日

　（注）平成24年11月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

　 平成２５年４月１０日

株式会社　大　光 　

  取締役会　御中 　

 

　  有限責任監査法人　トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士  水上　圭祐　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士  渋谷　英司　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大光の

平成２４年６月１日から平成２５年５月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２４年１２月１日

から平成２５年２月２８日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２４年６月１日から平成２５年２月２８日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大光及び連結子会社の平成２５年２月２８日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

株式会社大光(E24129)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	会計方針の変更
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

